
第５学年集団宿泊（環境学習）７月２日（日）～３日（月）
集団宿泊の目的は、水俣病に関する正しい知識を身に付け、患者さんをはじめ、水俣に生きる人々

の力強さや優しさに学び、自らのくらしに重ねて行動しようとする態度の育成や、水俣環境衛生への取
組を、自らのくらしにてらしあわせて考え、学校や家庭で実践しようとする態度の育成です。
また、集団宿泊を通して、仲間との協力や集団での生活の仕方を学び、自然に親しみ、自然とのふれ

あいを通して豊かな心を育むことが目的です。
この２日間、天候が心配されましたが、無事、学習を終えることができました。多くの学びは言うまで

もなく、随所に子ども達の笑顔をみることができ、クラスの絆も深まったようです。

産山学園だより ＮＯ １4 令和５年7月7日（金）発行

うぶやまの風
〈学校教育目標〉 学び合い 支え合い きたえ合う産山の子ども

～「合い」とは仲間との高め合い、集団の中での育ち合い、教育的愛情による導き～

産山学園HPも随時更新

３つの合い言葉

不審者対応避難訓練 ～日頃の備えが有事に活かされます～
不審者対応避難訓練を実施しました。目的は、不審者が侵入した場合の避難方法・経路について確
認することと、不審者に遭遇した場合の対処方法について理解することです。阿蘇警察署の方のお話し
を真剣に聴く子ども達の姿が印象的でした。


